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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第3四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府や日銀の経済政策等を背景に企業収益の改善がみられるなど、景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海外では米国の金融政策の行方や中国における景気減速の懸念など

から、先行きは不透明な状況が続いております。このような環境の下、当社は安定的な収益が確保できる体制を強化す

るため、ローコスト体質を維持しながら、ix-boardやDPS-150、DPS-150Lightといった小型表示機を中心とした機器リー

ス事業の展開を図ってまいりました。

　機器リース事業につきましては、DPS-150が飲食店を中心に着実に拡大展開できたことにより契約総数が増加し、前年

同期と比べ増益増収となりました。引き続き飲食店等を中心に拡大展開が見込まれており、主要事業として展開が期待

できます。

運営事業につきましては、映像コンテンツの継続契約件数やメンテナンス件数が前年に比べ、若干減少しましたが、

SNSを活用した新規ビジネスが順調な立ち上がりをみせていることで、運営事業の売上高といたしましては、前年同期と

比べ横ばいとなりました。

情報機器事業につきましては、リニューアル案件の受注等があったものの、機器リース事業への注力による反動の影

響などから低調な結果となり、前年同期と比べ減収減益となりました。

　以上の結果、売上高531,690千円（前年同四半期比107,425千円減）となり、営業損失56,007千円（前年同四半期は営

業損失8,816千円）、経常損失66,590千円（前年同四半期は経常損失15,899千円）、四半期純損失は67,330千円（前年同四

半期は四半期純損失16,612千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末比20,349千円減の1,305,523千円となりました。その主な

要因は、現金及び預金が減少したことによるものです。

　固定資産は、前事業年度末比14,577千円増の232,604千円となりました。その主な要因は、工具、器具及び備

品、レンタル資産が減価償却により減少したものの、投資有価証券が増加したことによるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末比54,199千円増の1,142,660千円となりました。その主な

要因は、資金調達により１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金が増加したことによるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末比59,971千円減の395,468千円となりました。その要因

は、四半期純損失の計上67,330千円、その他有価証券評価差額金の増加7,359千円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月14日に公表いたしました業績予想から変更はありませ

ん。

　なお、当社の情報機器事業は、大型案件の納期が年度末に集中することから、売上高が第４四半期会計期間に偏

重する傾向があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 757,210 702,919

受取手形及び売掛金 198,386 213,049

商品及び製品 290,270 301,499

仕掛品 69 8,427

原材料及び貯蔵品 69,366 71,455

その他 11,181 8,811

貸倒引当金 △611 △638

流動資産合計 1,325,872 1,305,523

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 830 738

工具、器具及び備品（純額） 39,719 32,521

レンタル資産（純額） 77,346 63,655

リース資産（純額） 57,045 56,162

有形固定資産合計 174,941 153,078

無形固定資産 14,703 12,220

投資その他の資産

投資有価証券 873 35,973

その他 28,208 31,847

貸倒引当金 △699 △514

投資その他の資産合計 28,382 67,306

固定資産合計 218,027 232,604

資産合計 1,543,900 1,538,128

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 92,815 101,692

1年内返済予定の長期借入金 204,336 207,120

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

未払法人税等 2,522 -

未払消費税等 15,142 126

製品保証引当金 156 65

その他 42,457 51,177

流動負債合計 417,429 420,181

固定負債

社債 150,000 120,000

長期借入金 472,980 549,700

繰延税金負債 - 3,641

その他 48,051 49,137

固定負債合計 671,031 722,479

負債合計 1,088,460 1,142,660
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,481 479,481

利益剰余金 △24,042 △91,372

株主資本合計 455,439 388,109

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 - 7,359

評価・換算差額等合計 - 7,359

純資産合計 455,439 395,468

負債純資産合計 1,543,900 1,538,128
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 639,116 531,690

売上原価 286,116 225,954

売上総利益 352,999 305,735

販売費及び一般管理費 361,815 361,742

営業損失（△） △8,816 △56,007

営業外収益

受取利息 103 99

受取賃貸料 437 -

受取手数料 53 431

投資有価証券売却益 276 -

その他 158 51

営業外収益合計 1,028 582

営業外費用

支払利息 5,754 9,083

社債利息 1,105 975

その他 1,251 1,105

営業外費用合計 8,112 11,165

経常損失（△） △15,899 △66,590

税引前四半期純損失（△） △15,899 △66,590

法人税、住民税及び事業税 712 740

法人税等合計 712 740

四半期純損失（△） △16,612 △67,330
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は電子広告看板の製造、販売、運営及びアフターサービスを主な事業とする単一セグメントであるため、

セグメント情報は記載しておりません。
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